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タイトル 安全・安心分野への社会シミュレーションの応用 
 

組織やシステムが関与している事故が多発する現状の反省から，「安全」の価値観が今まで以上に見直

されている。「安全」を達成するためにはシステムを構成する個々の要素の信頼性技術や安全性技術の向

上に努めるだけでは不足であり，人間を視野の中心において人の心理特性や認知特性なども考慮したマネ

ジメントや情報ネットワークの設計を考えることが重要となってきた。 

 そこで本研究室では安全・安心問題の諸問題に対してシミュレーションの積極的な活用を考えている。

仮想世界で間違いを体験することで，現実社会では失敗を減らし，よりよい意思決定ができるのではない

かと考える。全体的に物事を把握することを特徴とするシステム思考の育成を，教育および研究の方針と

している。そのために多主体複雑系の概念を取り入れたエージェントベースアプローチおよびレジリエン

ス・エンジニアリング理論を、積極的に研究手法に取り入れている。 

・増田浩通，レジリエンス評価グリッド RAG（Resilience Assessment Grid）を用いた防災意識に関する住民ア

ンケート分析，経営情報学会 2018 年秋季全国研究発表大会，近畿大学 東大阪キャンパス，2018 年 10 月 

・増田浩通，災害対応ゲーミングからのデータ活用，経営・情報研究:多摩大学研究紀要 (21),pp.109-116,2017

年 2 月 

・増田浩通：横断型基幹科学技術研究団体連合編，分野横断型科学技術アカデミック・ ロードマップ報告

書，［担当部分］４．１０ 防災・安全シミュレーション，pp.146-151, 2009 年 3 月 

・増田浩通,上村亮介,新井健,：社会的ネットワークを考慮した消費者行動のエージェントベースモデル ―デ

ジタルミュージックプレーヤー市場への適用―，経営情報学会誌，Vol.17,No.1, pp.1-23 (2008),経営情報学

会 2009 年度論文賞受賞 
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応用として地域防災の研究を考えている。現在、大震災のみならず、台風、大雪等の災害によってコミュニティの持続可能性が脅かされるリスクが高まってい

る。しかも、その被害の影響を大きさやスピードは事前に予想 することができない。このような現代の災害に対しては、平時でのコミュニティの機能・役割

の把握や多様な組 織によるネットワーク構築とともに、緊急時の機能・役割転換やネットワークの活用に関するデザインやマネジ メントが求められる。特に

多摩ニュータウンのように、計画的につくられたまちの構造や、人口減少・超高齢化 の進行といった背景を持つような都市においては、その特性に合わせた

コミュニティデザインの考え方や手法を 確立する必要がある。それをレジリエンスシティの構築という観点から考える。災害に強いコミュニティをどう デザ

インし、マネジメントするのかといった理論的枠組みや手法についての実践的な研究を行う。特にオープン データの活用やシミュレーションといったＩＣＴ

を活用した取り組みと、コミュニティデザインや災害エスノグ ラフィーといった地域経営の知見を合わせて、多摩大らしい、広い意味での防災に関する研究

ドメインの確立を 目指す。 


